
10
月
25
日
土
曜
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
に
お
い

て
、
ペ
ガ
サ
ス
主
催
に
よ
る
「
市
民
公
開

講
座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ペ
ガ
サ
ス
は
情
報
誌『
つ
ば
さ
』

や
院
内
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
医
療
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
地
域
の
皆
さ
ま

も
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
試

み
で
す
。
当
日
は
開
場
1
時
間
前
か
ら
来

場
者
が
集
ま
り
、
皆
さ
ま
の
健
康
に
関
す

る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

講
演
は
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
お
馴
染
み

の
順
天
堂
大
学
大
学
院
加
齢
制
御
医
学

講
座
准
教
授
で
あ
る
青
木
晃
先
生
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老

化
防
止
）
に
基
づ
い
た
病
気
予
防
に
つ

い
て
の
お
話
で
し
た
。

次
に
馬
場
記
念
病
院
副
院
長
・
脳
神
経

外
科
部
長
の
魏
秀
復
が
、
最
先
端
の
治

療
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
に
つ
い
て
、

実
際
の
写
真
を
用
い
て
具
体
的
な
説
明
を
。

三
番
手
の
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教
授
の
田
島
文
博
先

生
か
ら
は
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
に
つ
い
て
。
な
か
で
も
『
立
つ

こ
と
・
歩
く
こ
と
』
の
大
切
さ
を
訴
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
社
会
医
療
研
究
所
長
の
岡
田
玲
一

郎
先
生
は
患
者
の
立
場
か
ら
「
自
分
の
最

期
は
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
の
意
味
・
意
義

に
つ
い
て
、
大
変
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

講
演
後
に
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
充
実
し
た
セ
ミ
ナ

ー
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
は
私
た
ち
病
院
だ
け
で
な
く
、
皆
さ

ま
自
ら
の
意
識
に
よ
っ
て
も
作
り
出
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
て
皆
さ
ま
と
一
緒

に
健
康
を
考
え
る
機
会
を
作
っ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

馬
場
記
念
病
院
で
は
、
こ
の
7
月
よ
り

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
1
台
入
れ
替
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
2
台
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
使
用
年
数
の
経
過
と
検
査
件
数

の
増
加
に
伴
い
、実
施
し
た
も
の
で
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
力
と
微
弱
な
電
波
を
用
い

て
、
体
の
軟
部
組
織
を
キ
レ
イ
に
撮
影

で
き
る
機
械
で
す
。
特
に
脳
梗
塞
や
脳

腫
瘍
な
ど
、
脳
の
精
密
検
査
時
に
は
大

変
役
に
立
ち
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
と
、
細
長
い
ド
ー
ム
型

で
検
査
時
間
も
長
く
、
閉
所
が
苦
手
な

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
大
変
な
苦
痛
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
馬
場
記
念
病
院
の
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
通
常
よ
り
ド
ー
ム
部
分
が
短
く
、
加

え
て
、
患
者
さ
ま
が
入
る
開
口
部
は
広

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
種
が
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
た
め
検
査
時
間
が
短
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
患
者
さ
ま
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
検
査
時
間
が
短

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
救
急
患

者
さ
ま
の
検
査
も
こ
れ
ま
で
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
、
予
約
の
待
ち
日

数
を
も
っ
と
短
く
す
る
こ
と
で
す
。

ど
の
患
者
さ
ま
も
、
体
の
不
調
を

訴
え
て
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
場
で
す
ぐ
に
検
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
が
一
番
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
の
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、

大
き
な
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
放
射
線
部
副
主
任
　
加
藤
武
志

  

平成20年12月1日現在医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

内科

外科

内科／外科 
＜内科外来にて＞

1診

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科４診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

藤本基秋

前田一史

平山道彦
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

寺岡　均 新田敦範

原　順一 渋谷雅常

宇野淳二 伊飼美明

河内屋友宏

藤本基秋

馬場武彦

高橋光雄 北口正孝

中谷芳美 千本裕子

本田良宣 山本　研

吉田　映

中林孝之 久保俊彰

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

中林孝之
＜内科＞

久保俊彰
＜内科＞

永田安徳 永田安徳

宇治義正 戸田千綾
　

   担当医　

永田安徳 宇治義正

担当医 矢野　基

篠塚宗徹 山北真也

松本成史
花井 禎（予約検査）
梅川 徹（診察のみ）

濱田千雅
（糖尿病）

山本喜英 山本喜英

北口正孝

難波雅司
（循環器）

周藤弥生
　　（糖尿病）

児玉豊城
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 山添定明
第1・3週

真下勝行 玉森　豊

原　順一

堀田　潔 大平雅一
第2・4・5週

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復

伊野波 諭 伊飼美明

甲斐康稔

峯田春之 北口正孝 平賀定一

西本和弘 楠　進／原　秀憲
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

交替制

楊　裕健 吉田　映 楊　裕健 交替制
交替制

中林孝之中林孝之 久保俊彰 中林孝之

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

久保俊彰
＜内科＞

中林孝之
＜内科＞

久保俊彰
＜内科＞

永田安徳 永田安徳 永田安徳

宇治義正 宇治義正 宇治義正
　 　

宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 担当医 永田安徳

岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

中林孝之
＜内科外来にて＞

篠塚宗徹 山本　研

北口正孝

北田拓也
（肝臓病）

岡田充弘

瓦林孝彦
（心臓）

堀川重樹

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

山北真也

三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

交替制

　
伊野波 諭 長岡慎太郎

前田一史

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

甲斐康稔

岡垣健太郎

 

宇治正人
（呼吸器）
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外
科
で
は
、
５
名
の
外
科
医
師
が

消
化
器
科
の
医
師
４
名
と
診
療
科

の
垣
根
を
超
え
、
協
働
し
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ま
に
合
っ

た
「
最
も
負
担
の
少
な
い
最
も
安

全
な
手
術
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
負
担
の
少
な

い
安
全
な
手
術
と
は
、
術
後
の
傷

が
小
さ
く
、
痛
み
が
少
な
く
、
回

復
が
早
く
、
社
会
復
帰
で
き
る
ま

で
の
期
間
が
短
い
こ
と
。
そ
う
し

た
手
術
の
一
つ
に
「
腹
腔
鏡
下

（
ふ
く
く
う
き
ょ
う
か
）
手
術
」
が

あ
り
ま
す
。

す
で
に
皆
さ
ま
の
な
か
に
は
ご
存

じ
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
、
お
腹
（
腹

腔
）
に
数
カ
所
の
小
さ
な
穴
を
開

け
て
、
胃
カ
メ
ラ
と
同
じ
仕
組
み

の
棒
状
カ
メ
ラ
（
腹
腔
鏡
）
と
、

特
殊
な
器
具
を
挿
入
し
て
行
う
手

術
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
カ
メ
ラ

に
写
っ
た
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見
な

が
ら
手
術
を
す
る
た
め
、
視
野
が

限
ら
れ
て
お
り
、
臓
器
を
手
で
直

接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
分
、

開
腹
手
術
と
比
べ
て
、
高
い
技
術

が
要
求
さ
れ
る
手
術
で
す
。
以
前

は
胆
嚢
（
た
ん
の
う
）
摘
出
手
術
を

中
心
に
腹
腔
鏡
下
手
術
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、最
近
で
は
大
腸
癌
や

胃
癌
の
手
術
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
腹
腔
鏡
下
手
術
の
登

場
で
患
者
さ
ま
の
術
後
の
負
担
が

か
な
り
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
術
に
よ
る
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
傷
口
が
小
さ
く
済
む
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
術

後
の
痛
み
が
少
な
く
、
手
術
の
翌

日
に
は
歩
く
こ
と
も
可
能
で
、
早

い
人
で
す
と
翌
日
に
は
退
院
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
で
す
。

大
腸
癌
は
開
腹
に
よ
る
手
術
が
今

で
も
一
般
的
な
方
法
で
す
が
、
当

院
で
は
大
腸
癌
の
う
ち
、
適
応
症

例
に
は
積
極
的
に
腹
腔
鏡
下
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

患
者
さ
ま
へ
の
負
担
が
少
な
い
腹

腔
鏡
下
手
術
で
す
が
、
大
腸
癌
の

場
合
、
腫
瘍
の
進
行
度
合
な
ど
に

よ
り
適
応
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、

ま
た
、
手
術
中
の
状
況
（
腫
瘍
の

広
が
り
が
思
っ
た
以
上
に
大
き
か

っ
た
場
合
な
ど
）
に
よ
っ
て
は
、

安
全
の
た
め
に
開
腹
手
術
へ
と
移

行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
腹
腔
鏡
下
手
術
に

は
適
応
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

ガ
ン
を
早
期
に
発
見
で
き
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

発
見
に
は
、
や
は
り
定
期
的
に
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。「
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ

は
ち
ょ
っ
と
恐
い
感
じ
が
…
」
と

敬
遠
さ
れ
る
気
持
ち
も
分
か
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
検
査
機
器
の
進

歩
に
よ
り
不
快
感
も
少
な
く
、
鎮

静
剤
の
使
用
に
よ
る
苦
痛
を
抑
え

た
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査

は
決
し
て
恐
い
も
の
で
は
な
く
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

た
と
え
病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
し

て
も
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」
な
ど
に

よ
る
負
担
の
少
な
い
手
術
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
検
査
は
早
期
の
発

見
、
早
期
の
治
療
に
繋
が
る
大
切

な
も
の
な
の
で
す
。

外
科
で
は
、
大
腸
癌
だ
け
で
は
な

く
、
将
来
的
に
は
胃
癌
に
対
し
て

も
腹
腔
鏡
下
に
よ
る
手
術
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
消
化
器
科

と
の
連
携
を
密
に
し
、
私
た
ち
の

も
っ
て
い
る
力
の
す
べ
て
を
注
い

で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
元
気
に
な
っ
て
退
院

さ
れ
る
患
者
さ
ま
の
姿
が
、
私
た

ち
の
一
番
の
喜
び
で
す
。

今年2月のペガサスケアプランセンターに続き、8月より

ペガサスケアプランセンター忠岡、和泉の2事業所が「特

定事業所加算」を取得しました。「特定事業所」とは、平

成18年度に新しくできた制度で、中重度者（要介護度3、

4、5）の方や支援困難な状況にある方を積極的に受け入

れ、経験豊富で高い能力を有する主任介護支援専門員の

管理監督の下、専門性の高い人材を確保し、質の高いケ

アマネジメントを実施する事業所のことです。私たちの

仕事は、地域包括支援センター等との連携を密にし、支

援困難ケースの支援を行うなど、その方々の生きていく

力を引き出し、その人らしい自立した生活が送れるよう

お手伝いすることです。今後も、「誰もが住み慣れた地域

で安心して生活できる」ように、地域の方々と積極的に

連携をとりながら、質の高いケアマネジメントの提供と、

地域づくりへの貢献をめざしていきたいと思っています。

「
療
養
通
所
介
護
」
と
は
、
通
常

の
通
所
介
護
施
設
（
デ
イ
ケ
ア
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用
が
難
し

い
、
医
療
ニ
ー
ズ
と
介
護
ニ
ー
ズ

を
併
せ
持
つ
、
中
重
度
の
方
々
の

た
め
の
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

例
え
ば

頻
回
の
吸
引
が
必
要
で
容
易
に
外

出
で
き
な
い
。
体
に
機
械
や
管
が

つ
い
て
い
る
。
短
時
間
し
か
座
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
が
ん
の
末
期
で
自
宅
療

養
し
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
い
が
体
力
に
自
信
が
な
い
。
等

特
徴

①
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
主
治
医
と
常

に
連
携
を
図
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

②
常
に
急
変
を
予
測
し
た
個
別
送
迎
・
看
護

師
の
付
き
添
い
。

③
緊
急
時
は
馬
場
記
念
病
院
が
速
や
か
に
対
応
。

④
利
用
者
の
外
出
の
機
会
と
な

り
、
ご
家
族
に
休
息
を
と
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

⑤
一
日
５
人
ま
で
の
少
人
数
制

で
家
庭
的
な
雰
囲
気
。

療
養
通
所
介
護
の
効
果
と
し

て
、
長
時
間
看
護
師
が
関
わ
る

こ
と
で
分
か
っ
た
情
報
を
、
訪

問
看
護
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

体
調
が
改
善
し
た
り
、
寝
た
き
り
だ
っ
た
方

が
長
時
間
座
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご

家
族
か
ら
は
、
安
心
し
て
休
息
を
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

からの

お知らせ
年12月から副院長の久保

医師による『漢方外来』が

スタートしています。副院長自身、

アレルギー性鼻炎で悩んでいたときに漢方に出会

い、助けられたことがきっかけでスタートしました。

たとえば、目まいやフラつきなど、検査をしても異

常がなく、命に関わらない患者さまの場合、自覚症状

はあるのに「このまましばらく様子を見ましょう」と、

現代医療の狭間に落ち込んでしまうことも少なくあり

ません。こうした患者さまにも、遥か昔、検査のな

い時代に出来た漢方が、少しでも救いの手を差し伸

べられればと思います。通常の診療時間内に診察を行

っていますので、ぜひお気軽にご相談ください。

ペガサスグループの株式会社ユニコでは、3～5歳のお子さんと保護

者の方が一緒に楽しく学ぶことができる、「親子の英会話教室」を開

講しています。もちろん小学生や一般の方も参加OK。ペガサスの職

員も参加し、病院と地域の方を結ぶコミュニケーションの場として

も活用されています。講師は、ニュージーランド生まれで、NOVA

での講師経験もあるMr.コリン。ワイルドなヒゲが特徴の、とても親

しみやすい笑顔のステキな先生です。ネイティブスピーカーによる

生きた英語を学ぶことができ、楽しい時間を過ごすことができるペ

ガサスの英会話教室に、あなたもぜひ参加してみませんか？

何のために採血するのか、採血によってどんなことが分かるのか。

採血によって分かる検査の説明と、関連する病気について、馬場記念病

院の臨床検査技師よりお話しさせていただきます。

○術後の痛みが少ない
○呼吸器系の合併症が少ない
○傷口が小さい
○術後の回復が早く、入院期間が短い
○早期に食事を摂ることができる
○癒着が起こりにくく、腸の回復が早い

（全身麻酔　192件　腰椎麻酔94件　局所麻酔15件）

馬
場
記
念
病
院

外
科
部
長
　
　
　
新
田
敦
範

内 腹腔鏡下／腹腔鏡補助下手術


